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具体的な例を示しましェうOここに低一高一低 爪 とい う一連の 3個の音符があ
｡ます｡ これを角型 四線譜では 山 と書き,演奏は垂 のように歌います｡と



















































































































































































































(司教でない証聖者の共通 ミサの Comm.Veritasmeaがそれである｡)< _.=I









































13 ギ ドンとは,次の段の開始音を前もって知らせる印である｡用い方は2つの場 合 が め
る｡
まず,各段の末尾に｡これは次の段の開始音を前もって知らせる:







14 ヴァチカン版は, グレゴリオ聖歌の旋律語 melodico-verbaliからなる楽区を分けるた
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ノ〃/ U ," ノ〃/
soトfo-sol lQ-SOL-dodo-Jc)-re do-sol-Jcl
同じように類似した書きあらわし方で示すことが可能である｡(N.B.6)
ノ/ 〆 〃ク /クク
97
sol-Jc-fQ-SOl soトsi-IQ-Si Jo-fQ-lO-Sol do-Jo-si-_qI
23 クリマクス


























ヒ 二二と± こ=== =:
lo _do-,e-dollQ re-m7-fo-soHo-do-S7-lo










26 C)フレクスス ネウマ (N.B･10)












fくコ-]O -do-si mi_fQISOl-1いSOl re-mi-fc-sol-(O-Sol
27 展開ネウマは,スブプソクティス,レスピヌス,フレクススのネウマで全部か? と聞










































































第 1の実例では,ポレクトクス フレクススとしてひと続きで書く代わ りに,第 1音符の音
価が特別にそこで強調されて次の音符から切 り離されている｡



















































stis exsulte-tis,et sh-ti-6- mi-;






の2音ともに付点をつけて表わしているのであるが,楽節のカデ ン ツア部 〔中区分線〕の
付点クリヴィスとフレーズのカデンツア部 〔大区分線 ･複縦線〕のそれとでは,歌 い方 が
異なるものであってしかるべきものである｡反面,古写本は, この Introitusの ｢quiin
tristiti-a｣および ｢exsul-te-tis｣という楽句のカデンツア部 〔小区分線〕でもやは り一 様










･それに対して ｢Conven-tum｣と ｢fa-ci-te｣上にあるクリヴィス エビゼマは,ひと続き
の流れるような旋律線の中にあるものだから,音節音価 valoresilabico(N.B.12)のよう
に扱われるべきものである｡
ェピゼマのつけられたクリヴィスは, ミサ通常唱の中に数多く見られるのであるが, (次 の
































































融化ポダトゥス :壬 はエビフォヌス epiphonus
融化クリヴィス 壬 はチェファリクス cephalicus






















3. jとi(N.B.17)が母音の問にある場合, それは子音のように扱わ れ る｡例 えば,
e-jus,alelu･ia
40 C)融化ネウマの解釈
セミオロジーでこのネウマは詳細に述べるので,ここではごく簡単に述べておく｡ ヴ ァチ
カン版は,古写本に見られる2つの図形のうちの,1つだけしか表わしていない｡つまり,
音を縮小する diminutivaという意味を,楽譜では小さな音符を使って表わしている｡
しかし,融化,縮小,という意味だけにこだわ りすぎて,その小さな音符の解釈をおおげ
さにしてはならない｡なるほど,そこには発声器官の一時的閉そくという意味での音響上の
短縮ということがあり,まさにそのことが,このネウマの名称となっているわけであるが,
リズムの上では,融化ネウマは,周辺の通常ネウマと同じ音価を持つものである｡同じく,
もう一方では,実際には音が延長されるものではないが,ひとつの微妙なニュアンスから来
る拡大 aumentativaという意味を持つ融化ネウマもある｡自由なリズムでは, 弱い音は縮
小され,重要な音は拡大される傾向がある｡わざとらしく短かくしてはならない｡あくまで
も自然な発音に素直にゆだねるべきである｡結局,良く発音し,はっきり音節づけすること
で充分である｡融化は,自らそれによって成しとげられる｡ (次号につづく)
